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③市民憲章

広
報

７ わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで諾しあいきまりを守り明るいあびこにします

’

－

I
年
を
記
念
し
て
「
あ
び
こ
国
際
交
囹
日
時
。
場
所
１
月
配
日
（
主
を
記
念
し
て
募
集
し
た
、
小
・
中

流
ま
つ
り
鯉
」
を
行
い
ま
す
。
午
後
１
時
か
ら
、
市
民
会
館
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
の

７

に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
▼
時
間
。
会
場
午
後
１
時
か
ら
◎
外
国
人
と
小
。
中
学
生
に
よ
る

（
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
で
は
設
立
１
周
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
▼
内
容
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
設
立
１
周
年

あ
び
こ
国
際
交
流
ま
つ
り
肌

日
時
：
１
月
迦
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら

場
所
・
・
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

外
国
人
も
日
本
人
も
、
と
も
◎
講
演
会
表
彰
と
作
品
発
表

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
か
ら
３
時
釦
分
３
階
ホ
ー
ル
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市政一般報告
一

▼品 ◎
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
。
作
▼
内
容
市
内
在
住
の
外
国
人
と

一▼2

発
表
小
・
中
学
生
が
、
国
際
交
流
に
つ

時
間
。
会
場
午
後
２
時
珈
分
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

時
“
分
３
階
ホ
ー
ル
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
・
購
師
「
息
子
の
夢
へ
▼
時
間
。
会
場
午
後
３
時
“
分

た
け
跣
と

歩
」
中
田
武
仁
氏
（
写
真
）
か
ら
４
時
訓
分
３
階
ホ
ー
ル

平
成
５
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
枢
月
７
日
か
ら
加
日

ま
で
の
個
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
冒
頭
、
大
井
市
長
が

福
祉
総
合
計
画
の
策
定
な
ど
例
項
目
の
市
政
一
般
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
識
案
は
、
市
民
農
園
条
例
の
制
定
な
ど
９
議
案
が
上
程

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

猫
柵
猟
棚
蹴
胴
瀧
繍
翻
祁
》
禰
叫
綱
鰯
醗
郷
騨
鵬
瀦
蝋
轍
湧
蝋
懸
蝋
棚
醗
繊

手賀沼遊歩道に建設甲め文学画広場完成予想図

貨
物
線
跡
地
利
用
の

推
進
に
つ
い
て

貨
物
線
跡
地
利
用
の
計
画
は
、

市
制
施
行
釦
周
年
記
念
事
業
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
国
鉄

清
算
事
業
団
と
の
契
約
変
更
協
議

が
、
当
市
の
要
望
が
実
現
す
る
方

向
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）
あ
び
こ
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
内

公
共
施
設
導
入
事
業

こ
の
施
設
は
、
平
成
６
年
ｎ
月

開
館
を
目
指
し
て
準
備
を
し
て
い

ま
す
が
、
導
入
の
方
法
に
つ
い
て

対
象
に
行
っ
た
、
我
孫
子
に
住

ん
で
い
て
困
っ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
パ
ネ
ル
展
示

◎
Ａ
ｌ
Ｒ
Ａ
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

▼
時
間
。
会
場
午
後
５
時
か

ら
６
時
鋤
分
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

▼
内
容
外
国
人
と
ひ
ざ
を
交

え
て
歓
談
し
、
国
際
感
覚
と
国

際
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か

▼
参
加
黄
２
０
０
０
円

画
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
国

際
交
流
協
会
事
務
局
垂
（
顕
）
１

１
１
１
内
線
２
７
１

地
方
償
を
充
当
で
き
る
か
ど
う
か
、

県
を
通
じ
て
自
治
省
と
協
議
し
た

と
こ
ろ
、
起
債
事
業
と
す
る
こ
と

は
困
難
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
起
憤
事
業
に
代
わ

る
手
法
と
し
て
、
憤
務
負
担
行
為

に
基
づ
く
日
立
精
機
㈱
に
よ
る
立

替
施
行
か
、
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る

設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

福
祉
総
合
計
画

策
定
事
業

市
民
研
究
集
会
で
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
提
案
を
基
盤

と
し
て
、
数
々
の
施
策
の
体
系
化

や
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
量
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

財
政
的
に
困
難
な
面
も
あ
り
ま

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
や

国
・
県
の
目
標
と
し
て
い
る
数
最

を
、
極
力
達
成
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
な
お
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
、
福
祉
総
合
計
画
の
中
に
位

&

r

今
回
の
策
定
の
当
た
っ
て
は
、

将
来
都
市
像
を
検
討
し
た
上
で
、

特
に
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利

用
の
方
針
と
地
域
別
の
詳
細
計
画

を
重
点
と
し
て
検
討
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
こ
で
一
旦
、
都
市
計
画

基
本
繊
想
の
原
案
と
し
て
取
り
ま

と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
原
案
を
基
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
平
成
６
年
度
か
ら
公
聴
会
を

開
き
、
地
域
別
の
あ
る
べ
き
市
街

地
像
、
整
備
方
針
等
を
き
め
細
か

く
総
合
的
に
定
め
、
市
民
に
身
近

な
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

景
観
形
成
基
本

計
画
策
定
事
業

平
成
４
年
度
に
行
っ
た
現
況
調

査
を
基
に
、
市
民
や
学
鍬
経
験
者

に
よ
る
懇
話
会
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
緊
観
形
成
の
目
標

岡
発
戸
市
民
の
森
、
中
里
市
民

の
森
に
続
き
、
市
内
で
３
番
目
と

な
る
布
佐
市
民
の
森
が
ｎ
月
翠
日

に
開
園
し
ま
し
た
。

面
識
２
．
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
敷

地
の
中
央
に
あ
る
調
整
池
に
沿
っ

て
周
囲
、
約
７
０
０
メ
ー
ト
ル
の

園
路
が
あ
り
、
自
然
観
察
等
が
で

き
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
森
を
守

り
育
て
て
い
く
こ
と
を
体
験
し
、

実
践
す
る
場
と
し
て
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

瞳
付
け
て
建
設
し
て
い
き
ま
す
。

都
市
計
画
墓
本

構
想
策
定
事
業

整市

備民

事の

業森

画
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
人
事
院
勧

告
及
び
経
済
惜
勢
を
勘
案
し
改
定

す
る
も
の

画
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
及
び
市
謹
会
謹

量
の
義
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一

/r一、

「
ふ
る
さ
と
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い

計
画
」
の
一
環
と
し
て
、
手
賀
沼
遊

歩
道
の
手
黄
沼
公
園
か
ら
手
賀
大

橋
ま
で
の
区
域
、
約
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
再
整
備
す
る
も
の
で
す
。

歩
道
の
幅
員
を
現
在
の
１
．
５

メ
ー
ト
ル
か
ら
２
．
５
〆
ｌ
ト
ル

に
拡
幅
し
た
上
に
歩
き
や
す
い
よ

う
に
弾
性
舗
装
と
し
、
ま
た
、
歩

道
内
に
展
望
休
憩
広
場
と
本
市
に

ゆ
か
り
の
文
学
者
を
紹
介
す
る
文

学
の
広
場
を
設
壷
し
ま
す
。

エ
事
は
、
こ
の
区
間
を
全
面
通

行
止
め
と
し
、
３
月
末
の
完
成
に

向
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

や
方
針
及
び
推
進
の
方
法
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

５
年
度
中
に
は
基
本
計
画
を
ま

と
め
、
公
共
事
業
等
整
術
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
な
ど
、
景
観
形
成

の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
位
孟
付

け
る
景
観
条
例
の
制
定
に
向
け
、

作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

手
賀
沼
遊
歩
道
及
び

展
望
休
憩
広
場
整
備
事
業

可
決
議
案

市
民
農
園
条
例
を
制
定

９
議
案
を
可
決

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

部
改
正
常
勤
の
特
別
聯
の
職
員

と
市
議
会
の
議
員
の
期
末
手
当
の

率
を
改
定
す
る
も
の

画
市
民
鰹
園
条
例
の
制
定
市
民

が
余
暇
活
動
と
し
て
農
作
業
等
を

行
う
た
め
の
市
民
艇
園
を
設
置
す

る
た
め

画
平
成
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

圏
平
成
５
年
度
特
別
会
計
補
正
予

都
市
計
画
道
路
３
．
４
．
９
号

線
下
ケ
戸
中
里
線
は
、
当
市
の
南

北
を
結
ぶ
重
要
な
幹
線
道
路
と
認

撤
し
、
用
地
買
収
を
す
べ
て
完
了

さ
せ
ま
し
た
。
現
在
、
盛
土
工
事

を
中
心
と
し
た
道
路
築
造
工
率
に

着
手
し
、
１
日
も
早
く
供
用
開
始

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
３
．
４
・
皿
号

線
手
賀
沼
公
園
久
寺
家
線
は
、
現

在
残
っ
て
い
る
、
一
部
の
地
権
者

の
同
意
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
路
線
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
６
年
度

中
に
は
道
路
改
良
工
事
に
着
手
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
部
地
区
雨
水

排
水
対
策
事
業

金
谷
排
水
機
場
整
備
は
、
現
在

施
行
中
の
除
塵
機
設
置
工
率
及
び

外
繊
工
事
で
す
べ
て
終
了
し
ま
す
。

我
孫
子
駅
北
口
地
区
の
水
害
解

消
の
た
め
、
整
備
を
進
め
て
い
る

関
東
幹
線
改
修
事
業
は
、
平
成
６

年
度
で
事
業
を
完
了
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

つ
く
し
野
川
上
流
調
整
池
か
ら

根
戸
地
区
ま
で
の
水
路
改
修
事
業

は
、
柏
市
が
事
業
主
体
と
な
り
、

平
成
５
年
度
か
ら
の
３
か
年
事
業

都
市
計
画
道
路

整
備
事
業

、ーノ

0

算
国
民
健
康
保
険
事
業
（
第
２

号
）
、
土
地
区
画
整
理
事
業
（
第

１
号
）
、
公
共
下
水
道
事
業
（
第

２
号
）

囮
平
成
５
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

園
教
育
委
屡
会
委
員
の
任
命
足

立
礎
輝
氏
を
再
任
す
る
た
め

足
立
織
輝
氏
昭
和
加
年
ｎ
月

７
日
生
、
布
佐
２
３
１
８

と
し
て
現
在
着
手
し
て
い
ま
す
。

天
王
台
上
流
調
整
池
は
、
事
業

計
画
で
算
定
さ
れ
た
面
種
の
大
部

分
を
買
収
す
る
こ
と
が
で
き
、
現

在
基
本
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
北
部
地
区
を
水
害
か
ら

守
る
た
め
に
鋭
意
努
力
し
ま
す
。

市
民
意
識
調
査

に
つ
い
て

昨
年
９
月
に
行
っ
た
市
民
意
識

調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
今
後
の
施
策
形
成
及
び
、

市
政
運
営
の
基
礎
賓
料
と
し
て
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

平
成
６
年
度
予
算

編
成
に
あ
た
っ
て

中
期
財
政
見
通
し
に
お
け
る
、

平
成
６
年
度
財
政
状
況
に
つ
い
て

は
相
当
厳
し
い
見
方
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
市
税
収
入
を
は
じ
め
歳

入
全
般
で
大
幅
な
落
ち
込
み
が
見

込
ま
れ
、
予
算
編
成
も
極
め
て
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
第
４
期
実
施
計
画

実
施
予
定
事
業
に
つ
い
て
は
完
全

実
施
は
困
難
と
判
断
し
、
さ
ら
に

厳
し
く
事
業
選
択
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限

に
活
用
し
、
予
算
編
成
に
当
た
っ

て
い
き
ま
す
。

下総基地 米軍機使用絶対反対
１
１
１

の
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政
府
管
掌
健
康
保
険
（
緑
色
の

保
険
証
）
の
被
保
険
者
お
よ
び
被

扶
養
者
の
方
が
、
在
宅
で
介
謹
を

要
す
る
場
合
、
健
康
状
態
に
応
じ

た
日
常
生
活
の
支
援
、
自
立
促
進

を
図
る
た
め
、
在
宅
介
謹
機
器
の

レ
ン
タ
ル
料
の
一
部
が
次
の
よ
う

に
助
成
さ
れ
ま
す
。

◎
助
成
が
受
け
ら
れ
る
方

政
府
管
掌
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
被
保
険
者
お
よ
び
被
扶
養
者

で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

方＊
医
師
に
よ
る
在
宅
医
療
お
よ
び

保
健
婦
、
看
謹
婦
等
に
よ
る
訪
問

看
謹
・
保
健
指
導
、
機
能
訓
練
ま

た
は
介
謹
を
受
け
て
い
る
方

＊
日
常
生
活
に
お
い
て
、
助
成
が

受
け
ら
れ
る
介
謹
機
器
の
利
用
が

必
要
な
方

◎
助
成
が
受
け
ら
れ
る
介
護
機
器

指
定
レ
ン
タ
ル
業
者
（
シ
ル
バ
ー

マ
ー
ク
認
定
業
者
お
よ
び
全
国
福

祉
機
器
・
介
謹
用
品
レ
ン
タ
ル
事

業
協
議
会
の
会
員
）
が
取
り
扱
う

も
の
。

（

！

’

①
特
殊
ベ
ッ
ド

②
車
椅
子

③
移
動
用
リ
フ
ト

④
歩
行
袖
助
器

⑤
床
ず
れ
防
止
エ
ア
ー
発
生
調
節

器⑥
痴
呆
性
老
人
俳
掴
感
知
機
器

◎
助
成
額
の
範
囲

月
額
レ
ン
タ
ル
料
の
７
割
（
助
成

限
度
額
３
万
５
０
０
０
巴

※
機
器
の
搬
入
・
搬
出
費
お
よ
び

消
識
税
は
全
額
利
用
者
が
負
担
。

▼
申
し
込
み
県
社
会
保
険
協
会

お
よ
び
協
会
支
部
（
松
戸
社
会
保

険
事
務
所
）

▼
申
し
込
み
方
法
助
成
申
込
書

（
同
協
会
に
用
意
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
健
康
保
険
証
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
社
会
保
険
協
会
壷
０

４
３
（
２
４
８
）
４
５
２
５
ま
た

は
協
会
船
橋
支
部
壷
０
４
７
４

（
型
）
８
８
１
１
へ

平
成
６
年
１
月
１
日
か
ら
児
童

手
当
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

改
正
の
内
容
は
、
１
子
目
お
よ

び
２
子
目
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

と
も
に
３
歳
未
満
の
児
童
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
痔
例
給
付
）
の
受

給
対
象
の
方
で
ま
だ
受
給
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
早
目
に
申
請
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
給
査
格

＊
我
孫
子
市
に
住
民
登
録
（
外
国

人
登
録
〉
さ
れ
て
い
る
方

昏毫
▼採用職種、受験資格案内＊

所
得
制
限
限
度
額
未
満
の
方
記
号
・
番
号
、
被
用
者
年
金
（
厚

＊
３
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
生
年
金
等
国
民
年
金
以
外
の
公
的

い
る
方
年
金
）
の
加
入
者
は
、
勤
務
先
の

▼
支
給
金
額
事
業
主
に
よ
る
年
金
加
入
証
明
書

◎
１
子
目
…
月
額
５
０
０
０
円
ま
た
は
年
金
手
帳
と
健
康
保
険
証

◎
２
子
目
…
月
額
５
０
０
０
円
④
平
成
５
年
１
月
２
日
以
降
に
市

◎
３
子
目
以
降
…
月
額
１
万
円
内
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成
５

▼
申
請
手
続
次
の
も
の
を
用
意
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

し
、
児
童
保
育
課
へ
申
請
し
て
く
（
前
住
所
地
の
市
区
町
村
に
て
発

だ
さ
い
。

行
）

①
印
鑑
②
受
給
者
名
義
の
金
融
な
お
、
公
務
員
の
方
は
勤
務
先

機
関
の
口
座
番
号
（
郵
便
局
は
除
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

く
）
③
受
給
者
が
国
民
年
金
に
▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
霊

加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
年
金
の
（
唖
１
１
１
１
内
線
３
４
７

束
葛
中
部
地
区
総
合

開
発
事
務
組
合
職
員

。

’ ’
タ
口
呵

’
▼
受
付
期
間
２
月
１
日
（
火
）
か

ら
２
月
巧
日
（
火
）
ま
で
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
（
た
だ
し
、
土
・

日
峨
日
・
祝
日
は
除
く
）

▼
提
出
書
類

①
組
合
所
定
の
職
員
採
用
試
験
受

験
申
込
書
（
同
組
合
事
務
所
で
配

布
）

②
受
験
査
格
に
関
す
る
査
格
証
明

書▼
申
し
込
み
必
要
書
類
を
添
付

し
、
同
組
合
事
務
所
（
柏
市
役
所

第
１
庁
舎
４
階
）
へ
本
人
が
直
接

持
参
し
て
く
だ
き
い
・
郵
送
に
よ

る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
試
験
日
・
試
験
場
所
等
詳
し
く

は
、
束
葛
中
部
地
区
総
合
開
発
事

務
組
合
壷
（
“
）
５
２
５
１
へ

▼
募
集
人
員
１
名

▼
受
験
資
格
昭
和
“
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
訓
年
４
月
１
日
生
ま

れ
で
高
校
卒
業
（
見
込
み
）
以
上

の
方
▼
受
付
期
間
１
月
Ⅳ
曰
く
月
）
か

ら
１
月
型
日
（
月
）
ま
で
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
禿
だ
し
、
土
・

日
峨
日
は
除
く
）

▼
提
出
書
類
受
験
申
込
醤
（
障

害
福
祉
課
に
用
意
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
写
爽
２
枚
（
ラ
イ
カ

鯏
雪

判
上
半
身
無
帽
で
鍍
近
６
か
月

以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）
、
卒
業

（
見
込
み
）
証
明
書
、
成
紙
証
明

書
各
１
通
。

▼
試
験
日
２
月
４
日
（
金
）

▼
試
験
科
目
作
文
面
接

▼
試
験
場
所
み
ず
き

▼
申
し
込
み
必
要
書
類
を
添
付

し
、
直
接
、
障
害
福
祉
課
へ
持
参

※
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
内
「
手

を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
事
務
局
毒

（
蓮
１
１
１
１
内
線
３
５
０
へ

‘
や

亥睦翰韻鐘術弱

習急雲霞堂葛亀
平
成
６
年
度
一

／
▼技術講習案内’ ▼

受
付
期
間
２
月
妬
日
（
水
）
か

ら
２
月
面
日
（
木
）
の
午
前
９
時
か

ｎ
時
鋤
分
、
午
後
１
時
か
ら
４
時

訓
分
▼
受
講
時
間
午
前
９
時
鋤
分
か

ら
午
後
３
時
釦
分

▼
受
講
料
無
料
禿
だ
し
、
教

材
識
等
は
各
自
負
理

▼
申
し
込
み
本
人
が
印
鑑
、
虹

～
乱

’
今
年
、
新
し
く
中
学
生
に
な
る

子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、
手
軽
で
愛
情
の
こ
も

っ
た
お
弁
当
を
作
る
講
習
会
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
２
月
８
日
（
火
）
午
後
１

時
鋤
分
か
ら
３
時
釦
分

▼
場
所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ

ー
（
受
誰
無
料
）

▼
対
象
新
中
学
１
年
生
を
持
つ

親▼
定
員
先
着
１
０
０
名

▼
内
容
お
弁
当
作
り
の
誰
義
と

試
食
、
お
弁
当
の
お
か
ず
（
見
本
）

な
ど
を
多
数
展
示

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
市
民
生
活
課
消
費
生
活
係
詮

（
題
１
１
１
１
内
線
３
２
９

円
ハ
ガ
キ
（
郵
便
料
金
は
１
月
聖

日
か
ら
改
正
さ
れ
、
釦
円
に
な
り

ま
す
）
を
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ

ー
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
場
所
同
セ
ン
タ
ー
（
千

葉
市
中
央
区
千
葉
港
４
の
３
、
県

経
営
者
会
館
３
階
）

※
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
壷

０
４
３
（
２
４
７
）
８
５
４
１
へ

お弁当の作り方

｜講習会

花壇コンワール

募集ロ
回回作

市
内
在
住
の
方
で
花
埋
づ
く

り
を
職
業
と
し
て
い
な
い
個
人

ま
た
は
団
体
（
学
校
、
企
業

子
ど
も
会
、
自
治
会
等
）
が
、

自
ら
栽
培
、
管
理
し
て
い
る
花

壇
今
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
、
プ
ラ

ン
タ
ー
等
も
可
）
で
、
総
面
種

５
が
以
上
の
も
の
。

▼
対
象
花
璽
平
成
５
年
度
中

に
市
内
で
作
成
し
た
も
の

▼
応
募
期
間
１
月
五
日
（
月
）

か
ら
２
月
詔
日
（
月
）
ま
で

▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ

花
額
の
状
況
が
わ
か
る
よ
う
２

か
所
以
上
か
ら
撮
影
し
た
写
真

（
サ
ー
ビ
ス
判
以
上
）
と
花
の

種
類
や
状
況
の
説
明
文
を
添
え
、

我
孫
子
１
８
５
８
市
役
所
公
園

市
で
は
、
緑
遥
か
な
ま
ち
づ
緑
地
課
緑
化
推
進
係
垂
壺
）
１

く
り
の
一
環
と
し
て
花
塊
コ
ン
－
１
１
内
線
５
４
５
へ
郵
送
ま

ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
た
は
持
参
。

第

8

回

’在
宅
介
護
機
器
レ
ン
タ
ル
料
ゐ
７
割
を
助
成

児
童
手
当
制
度
が
一
部
改
正

鈴食ｻーピｽ用自動車を購入）

鯵′鯵鯵麓鯵
鯵鯵鯵鯵鯵

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
咋

年
９
月
、
寿
市
民
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
た
「
第
喝
回
福
祉
バ
ザ
ー
」

の
収
益
金
１
２
０
万
９
３
６
９

円
に
よ
り
「
老
人
給
食
支
援
事

業
」
を
進
め
る
た
め
の
自
動
車

（
写
真
）
を
職
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
給
食
サ
ー
ビ
ス

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
よ
り
一

層
地
域
に
根
ざ
し
た
住
民
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

建築技師

(1名）

昭
和
調
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
“
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
１
級
建
築
士
の
資
格
を
有

す
る
方

看謹婦

(1名）

昭
和
朗
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
卿
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
高
校
卒
業
以
上
で
看
謹
婦

資
格
（
准
看
謹
婦
含
む
）
を
有
す
る
女
性

職
種

受
験
資
格

募集

1月26日は

文化財防火デー

昭和24年1月26日は法隆寺

金堂が焼失した日です。

大切な文化遺産をみんなで

火災から守りましょう。

川の水を大切に

私たちが毎日、飲んだり手を洗

ったりする水は、川の水が多く使

われています。万一、川の水が変

色していたり変な臭いがするなど

異常を感じたらすぐにご連絡を

し連絡先環境保全課公害対策係

■
ロー”凹”■_~ーー＝クーーー■－

▼
対
象
市
内
在
住
の

如
歳
以
上
の
方

▼
実
施
期
間
３
月
７

日
か
ら
詔
日
ま
で
（
た

だ
し
、
木
・
土
・
日
峨

日
、
祝
日
は
除
く
）

▼
申
し
込
み
往
復
ハ

ガ
キ
－
０
０
円
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
電
話
番
号
を
明
記

し
秀
湖
北
台
１
の
、
の

咽
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ

ー
垂
（
師
）
１
１
３
１
へ

パ
ソ
コ
ン
科

（
畦
確
蹄
鐸
隆
）

初心者

４
月
ｎ
日
か
ら
６
月

”
日
ま
で
の
月
・
木

珊
日
コ
ー
ス

20名

ワ
ー
プ
ロ
科

へ

基
礎
か
ら

３
級
程
度
ー

４
月
４
日
か
ら
６
月

別
日
ま
で
の
月
・
木

珊
日
コ
ー
ス

ー

20名

経
理
事
務
科

へ

簿
記
検
定

２
級
程
度
…

繩記検定3

級程度の方

４
月
皿
日
か
ら
６
月

皿
日
ま
で
の
火
・
木
．

金
剛
日
コ
ー
ス

25名

科
目

対
象

講
習
期
間

定
員
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「
狸
球
団
か
ら
声
を
か
け
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
ド

ラ
フ
ト
で
指
名
を
受
け
る
ま
で
は

不
安
で
し
た
。
日
本
ハ
ム
・
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
か
ら
３
位
で
指
名
さ
れ

た
時
は
、
意
中
の
球
団
で
ほ
っ
と

し
ま
し
た
」
と
ド
ラ
フ
ト
当
日
の

心
境
を
話
す
金
子
誠
さ
ん
。

野
球
は
湖
北
小
学
校
３
年
の
時
、

地
元
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
〃
カ
ー

ニ
バ
ル
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
″
に
入
っ

て
か
ら
始
め
、
本
格
的
に
取
り
組

ん
だ
の
は
湖
北
中
学
校
時
代
。
中

学
校
当
時
の
野
球
部
顧
問
で
あ
る

酒
井
一
恋
先
生
は
「
野
球
セ
ン
ス

は
当
時
か
ら
抜
群
で
し
た
ね
。
プ

ロ
は
自
分
で
選
ん
だ
道
な
の
で
、

け
が
を
し
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て

春
流妙

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ

皿
職
人
と
呼
ば
れ
る
選
手
に

観
察
し
ま
す
。

双
眼
鏡
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

だ
れ
で
も
簡
単
に
ご
自
宅
で
観
察

も
ら
い
た
い
」
と
声
援
を
送
る
。

「
３
年
間
で
一
度
位
は
甲
子
園

に
行
け
る
の
で
は
な
い
か
」
と
木

内
監
督
を
慕
っ
て
平
成
３
年
、

常
総
学
院
に
進
学
。
「
感
動
と
満

足
感
を
覚
え
、
ど
よ
め
く
大
観
衆

に
鳥
肌
が
た
つ
よ
う
な
所
」
と
い

う
甲
子
園
に
は
、
２
年
の
夏
と
３

ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
・
ネ
ッ

わ

旬
四
判
９
勺
弁
や
玉
ご
山
ｄ
Ｊ
ｇ
ｎ
ｈ
ｎ
ｂ
４
１
“

▼すばるの平成4年度冬期観察結果（環境庁資料） 空
は
、
驚
き
と
感
動
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。親

子
で
冬
の
星
空
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

▼
観
察
日
１
月
下
旬
か
ら
２
月

中
旬
ま
で
の
条
件
の
良
い
一
日

▼
観
察
場
所
観
察
者
の
自
宅
周

辺▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
環
境
保
全
課
公
害
対
策
係
云

（
妬
）
１
１
１
１
内
線
５
６
９

年
の
春
・
変
３
回
連
続
出
場
。
俊

足
・
強
肩
・
強
打
の
大
型
内
野
手

と
し
て
活
躍
し
《
高
校
野
球
フ
ァ

ン
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

最
初
は
プ
ロ
入
り
に
反
対
し
て

い
た
両
親
も
「
子
供
の
決
め
た
道

だ
か
ら
」
と
、
鐙
終
的
に
は
費
成
。

そ
し
て
、
昨
年
の
廻
月
加
日
に
は

市内で初めての

プロ野球選手
かねこ崖こと

金子誠さん
（中;峠出身）

■

｡

】

市
で
は
、
潤
い
の
あ
る
花
と
緑

の
ま
ち
づ
く
り
の
た
ぬ
商
店
街

や
自
治
会
な
ど
に
花
の
プ
ラ
ン
タ

ー
を
貸
与
し
て
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
草
花
を
育
て
て
い
た
だ
く
「
地

区
緑
化
モ
デ
ル
推
進
事
業
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
哩
月
に
は
、
湖
北
地
区
商

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

正
式
に
日
本
ハ
ム
・
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
に
入
団
し
、
背
番
号
は
鋤

番
に
決
定
。
現
在
は
、
プ
ロ
の

水
に
早
く
憧
れ
る
た
め
、
球
団

の
寮
に
入
り
２
月
１
日
の
キ
ャ

ン
プ
・
イ
ン
に
向
け
て
、
プ
ロ

野
球
選
手
と
し
て
の
体
力
づ
く

り
に
励
ん
で
い
る
。

「
プ
ロ
野
球
は
、
一
投
一
打
が

真
剣
勝
負
の
世
界
。
守
備
を
も

っ
と
鍛
え
、
走
攻
守
の
三
拍
子

が
そ
ろ
っ
た
〃
職
人
″
と
呼
ば

れ
る
よ
う
な
選
手
に
な
り
た

い
」
と
力
強
く
抱
負
を
語
る
。

市
内
出
身
で
初
め
て
の
プ
ロ

野
球
選
手
と
な
っ
た
金
子
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
大
い

に
期
待
し
た
い
。
廻
歳
。

″
花
見
通
畑
〃
亨
作
り
ま
セ
ん
州

砺醗ﾖ繭蒲而諦寒舗溌感易”＝

ﾄ
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赤
十
字
奉
仕
団
は
、
人
道
・
博

愛
・
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
い
て
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
友
愛
訪

問
、
福
祉
関
係
施
設
で
の
奉
仕
作

業
、
献
血
運
動
へ
の
協
力
な
ど
祇

極
的
な
活
動
を
し
て
お
り
、
県
内

に
は
記
団
（
６
万
３
１
０
０
人
）
が

エ
会
の
ご
協
力
を
得
て
湖
北
駅
北

口
通
り
を
中
心
に
、
葉
ボ
タ
ン
と

パ
ン
ジ
ー
の
プ
ラ
ン
タ
ー
２
７
０

個
が
並
べ
ら
れ
、
買
物
客
な
ど
の

心
を
な
ご
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
四
季
折
々
の
草
花

が
通
り
を
飾
り
、
道
行
く
み
な
さ

ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ

ザ

坐 f

ひ、

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
孫
子
市
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、

次
の
と
お
り
総
会
を
行
い
ま
す
の

で
、
赤
十
字
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
「
家
庭
看
謹
法
」

と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
市
で
は
、
〃
花
見
通
り
″

を
作
り
そ
の
管
理
・
運
営
を
し
て

い
た
だ
け
る
自
治
会
や
グ
ル
ー
プ

な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
公

園
緑
地
課
緑
化
推
進
係
壷
（
顕
）
１

１
１
１
内
線
５
４
５
へ

の
講
習
会
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
２
月
暉
日
（
火
）

午
前
ｎ
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
（
参
加
無
料
・
昼
食

付
き
）

▼
場
所
我
孫
子
市
消
防

本
部
大
会
議
室

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ

せ
電
話
で
２
月
４
日

（
金
）
ま
で
に
厚
生
課
社
会

係
壷
（
蓮
１
１
１
１
内
線

３
０
９
へ

亀
わ
が

亀
生
活

貯
蓄
と
消
費
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
た
生
活
を
実
現
す
る
た
め
、
家

計
簿
を
つ
け
た
体
験
や
合
理
的
な

ｍ
月
半
ば
の
こ
と
だ
っ
た
。

雑
木
林
の
斜
面
を
、
群
生
し
た
ヤ

マ
ハ
ッ
カ
が
青
紫
色
に
彩
っ
て
い

一
心

ロ
ｒ
雷
ト

あびこ／一● ⑧一、

⑫

家
の
家
計
簿
・

設
計
体
験
談

た
。
‐

道
行
く
人
達
か
ら
は
、
「
あ
の

青
い
花
、
な
ん
で
し
ょ
う
。
奇
蝿

ね
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

ヤ
マ
ハ
ッ
カ
に
混
じ
っ
て
、
ノ

ハ
ラ
ア
ザ
ミ
、
キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ
、

ナ
ン
テ
ン
ハ
ギ
な
ど
の
姿
も
あ
っ

た
。

ヤ
マ
ハ
ッ
カ
は
花
期
が
９
月
～

、
月
で
、
枝
先
に
細
長
い
花
穂
を

だ
し
、
花
穂
に
は
段
状
に
数
個
ず

ｂ

■

■

■

■

ｐ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

Ｉ

Ｈ

１

Ｉ

ｊ

Ｂ

■

Ｄ

Ｆ

Ｆ

Ｄ

Ｆ

厚

Ｆ

』

Ｂ

■

■

■

守

生
活
設
計
を
た
て
た
経
験
に
基
づ

く
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
規
定
４
０
０
字
詰
原
稿

二必璽隆一~_▼

ヤマハツカ

’

(しそ科）

用
紙
５
枚
以
内
の
作
文
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
聯
業
、
電
話
番
号
、

同
一
家
計
で
暮
ら
す
家
族
一
覧
、

家
計
簿
の
記
帳
年
数
を
明
記

▼
応
募
期
限
２
月
詔
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
〒

２
６
０
千
乗
市
中
央
区
市
場
町
１

の
１
、
県
庁
県
民
生
活
課
内
千
葉

県
貯
蓄
推
進
委
員
会
壷
０
４
３

（
２
２
３
）
２
２
９
６
へ

ノ

つ
唇
形
の
花
を
つ
け
、
色
も
青

紫
色
で
清
楚
だ
っ
た
。

花
が
小
さ
い
の
で
、
虫
め
が

ね
で
の
ぞ
く
と
、
花
の
上
唇
に

紫
色
の
丸
い
斑
点
が
沢
山
見
ら

れ
た
。

花
の
奥
に
は
蜜
が
分
泌
さ
れ
、

虫
が
訪
れ
て
受
粉
の
仲
立
ち
を

す
る
。

り
ょ
う

茎
は
四
角
形
で
、
稜
の
上
に

は
下
向
き
に
曲
が
っ
た
白
い
毛

が
あ
る
。

白
い
毛
は
葉
の
表
面
や
襄
側

の
葉
脈
の
上
に
も
見
受
け
ら
れ

る
。

や
虫
は
つ
か

こ
の
草
に
は
山
薄
荷
と
い
う

名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
薄
荷

の
よ
う
な
香
り
は
な
く
、
薄
荷

の
仲
間
で
は
な
い
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、’’ ’’ ’’

参加者募集

市町村名

宮崎県高崎町

宮崎県小林市

我孫子市

全国平均

観察場所

たちばな天文台

小林市役所

我孫子市役所

平均観察等級

12．50

11．80

10．40

8．8

（
財
）
日
本
公
衆
衛
生
協
会
で
か
ら
３
月
、
日
（
木
）
ま
で
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年

は
、
原
爆
被
爆
者
二
世
の
方
に
▼
受
診
料
無
料
月
日
、
被
爆
者
は
両
親
の
い
ず

対
す
る
健
康
診
断
を
実
施
い
た
▼
申
し
込
み
期
限
２
月
晦
日
れ
か
を
記
入
す
る
こ
と

▽
対
雲
両
原
爆
被
爆
者
二
世
の
撫
蕊
．

し
ま
す
。蕊
灘
健
康
診
断
を
実
施
蓬
溌

原
爆
被
爆
者
で
、
受
診
を
希
望
（
火
・
必
着
）
町
１
の
１
、
県
庁
保
健
予
防
課

す
る
方
▼
申
し
込
み
方
法
ハ
ガ
キ
に
健
防
疫
結
核
係
垂
０
４
３
（
２
２

▼
実
施
期
間
１
月
お
日
（
火
）
康
診
断
希
望
と
明
記
の
う
え
、
住
３
）
２
６
０
８
へ

手
作
り
み
そ

講
習
会

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
定
員
各
会
場
お
名

▼
参
加
愛
無
料
室
プ
ロ
ン
、

筆
記
用
具
を
持
参
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

我
孫
子
生
活
セ
ン
タ
ー
毒
（
壁

０
４
４
４
へ

▼講習会日程

期日

1月2”(水）

1月27日(木）

2月2日(水）

2月9日(水）

2月10日(木）

時間

午後

1時

！‘

3時

会場

天王台北近隣センター

久寺家会館

中央公民館

布佐南近隣センター

湖北地区公民館



虜び 1994116(4)一
』第869号

うえむらみく

植村美空ちゃん
（布佐｡1歳2か月）

いしかわたかゆき

石川喬之〈ん
（東我孫子・1歳）

｡

包国園回
し曰程2月25日(金)午後8時30

分市役所本館玄関前集合､28日

(月)まで（駐車場がありませんの歩日程2月18日(金)午後6時30

で車でのお越しはご遠慮ください）

し場所群馬県岩鞍スキー場

し定興先着40名

し参加費3万9000円

腰申し込みハガキに住所､氏名、

年齢、性別、電話番号、スキー歴、

｢2月講習会希望」と明記し、緑

2の3の26渡辺方、我孫子スキー

クラブ事務局へ

し問い合わせ大井盆(82)4251

分市役所本館玄関前集合､7時出

発、21日(月)まで

し場所山形県蔵王温泉スキー場

し対象・定員19歳以上の男･女、

先着40名（昨年の参加者は除く）

し参加蓑2万9000円(リフト代、

昼食費は各自負担）

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、性別、電話

番号を明記し、我謂卜子1684教育委

員会体語義課r市民スキー係｣垂(85）

1151へ

’
候日時・場所2月6日(日)午後

1時30分開場、湖北地区公民館

し入場料大人1500円、高校生以

下1000円

縁問い合わせ松本念(82)5575

’
伝日時・場所2月11日(祝)午前

8時30分受付、市民体育館

シ種目一般男・女、40歳以上男

女、4人制（登録は7名まで）

桜参加費1チーム1000円

し申し込み・問い合わせハガキ

に参加種目、チーム名、代表者の

住所、氏名、電話番号、参加者全

員の住所へ氏名を明記し、1月28

日（金・必着）までに我孫子1684

教育委員会#本育課rインディアカ

係」含(85)1151へ

’
色

’、

似曰時1月22日、2月26日、3

月19日、4月23日のナ曜円午1誠10

時から正午（3月以降は場所ガ確

保された場合に限る）

少場所天王台北近隣センター

し司会マイケル・カーンズ氏

（米国人、英語指導者）

し参加費4000円（4回分）

し問い合わせ海津壷(84)9828

’

1 ’

画⑭回国
-⑮⑤②⑳◎催。－’

’
1

伝応募責格・定員市内在住で20

歳以上の女性、20名

＞任期4月から2年間

い職務消費生活についての調査

報告、各種講座・研修会の企画等

し申し込み・問い合わせ電話で

市民生活課金(85)1111内線329へ

少日時1月30日(日)午後1時開

場、午後2時開演

し指揮ヴイリー・ビユツヒラー

レ入場料S席6500円、A席5500

円(指定席)､B席4500円(自由席）

し入場券発売所平賀書店、ミリ

オン楽器我孫子店、ブックススズ

キ、石川舂光堂、あびこサービス

センター、レコードあつぶる、ポ

ピー、市民会館内売店ひろがり、

図書館湖北台・布佐分館、中央公

民館、柏そごう、柏商島屋、取手

とうきゅう

し問い合わせ教育委員会社会教

育課盃(85)1151

|’
I

’
少曰時1月26日(水)から29日

(土)午前10時から午後7時（ただ

し、29日は午後6時まで）

し場所市民会館（入場無料）

伝問い合わせ毛利垂(88)8269

卜

’ |’
鞭
》

放送大学は、テレビ・ラジオを

通じて学習できる大学(教養学部）

です。18歳以上であればどなたで

も入学でき、1科目でも学べます。

惨科目人文・自然・産業など

少出願期限2月15日(火)まで

伝願書請求・問い合わせ電話か

ハガキで〒261干葉市美浜区若葉

2の11放送大学壷043(276)5111へ

涼’’
巳日時・場所1月25日(火)午前

10時から午後2時、中央公民館

し定員先着15名

し参加愛2000円(材料費含む）

|歸豐總蹴へ電請で

壷日曜当番医＝テレホンサービス

〃休日救急歯科診漂日=休日救急歯科診爾所(市民会館内')9:0O~11:"

一心配ごと相醗＝鶏市民センター9:00～15:00
＝国民年金保険料納期限＝口座振替日
＝市･県民税第四期分納付期限‘言市民体育館休館
垣･市民図璽館・鳥の博物腿・つつじ荘・西部掘祉センター休館

菫鍵6舞蟇干祷墨 地区計画等の原案の縦覧

さ柳鵤伽棚い請睡
柏児童相談所
r里親事業キャンペーン」

ｽｷー 講習会･級別ﾃｽﾄ

市民スキー教室

我孫子市民号
お座綱車で行く
堂ケ島と下田添

鹿児嘉県人会
平成6年度公正取引
委員会消費者モニター

トランペット・ホルン・打楽器
による新春コンサート

インディアカ大会

ｌ
ｌ
ｊ

§工会婦人部
§りと唄の発表会

市指定水道・下水道工事店
新規及び継続申請の受付

日曜当番戻・1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽa(85)1313
英語でディスカッション
｢異文化コミュニケーション」

Me

17月

18火

19水

20木

21金

22土

Z3e

24月

25火

26水

27木

28金

29土

－日曜当番医＝テレホンサービス
＝休日救愈歯科診家日＝休日救急歯科診磯所(市民会館内)9:00～11:30
－結廼相岐＝寿市民センター10:00～14:00
＝家庭の白

画消費生活相談＝市民相談室10900～15:00
虚心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00
童市民図書館・鳥の博物館・つつじ荘・西部福祉センター休館

壷法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
彦鳥の博物館休館

壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

”法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

画健康相談＝つつじ荘11:00～12:00

画税務相離＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

壷酒害相談＝保健センター13:30～15:30

．市役所閉庁(－部の施設は除く）

‐日曜当番医＝テレホンサービス
壷休日敦急歯科診原日=休日救急歯科診卿所(市民会館内)9:冊~11:30

匡声人擢・行政相鮫＝市民相肢室10:00～15:00
《蚕心配ごと相験＝市佐市民センター本館9:00～15:00
－市民図書館休館E毒脇の博物館休臨
直ﾃつつじ荘休館一西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
〃つつじ荘休館

〃西部福祉センター休館

、消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
．アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～15:30
直水道料金納入期限＝預金口座振替日

・市役所閉庁(－部の施設は除く）

ろ⑪⑤

31月

陶芸を楽しみませんか
●'

●
の
一

b1

Iq

松戸友の会友愛バザｰ

消費生活講座
｢健康にいし獄み物ってなあに」

市消費牛活モニター
ニューイヤーコンサート
rウィーン･シュトラウス･フェ
スティバル･オーケストラ」

第10回獺子市諭家協会グﾙー ブ展
rクレマチスアート展」

放送大学学生

イタリア料理教室


